
ご存知でしたか？“ジョブコーチ”。障害者が一般の職場で働くことを実現するため、障害者
と企業の双方を支援する就労支援の専門職として、いまその役割が広がっています。
ジョブコーチの入口さんは、「いろいろな仕事を学ぶことができること、メンバーの“仕事が
できた喜び”に接することができたときが一番の喜びです」と語ります。

（土産・海産物製造工場で働く障害者を担当する入口誓子さん・右）

ジョブコーチ（職場適応援助者）
やおき福祉会紀南障害者就業・生活支援センター（和歌山県田辺市）

ジョブコーチ（職場適応援助者）
やおき福祉会紀南障害者就業・生活支援センター（和歌山県田辺市）

ジョブコーチ（職場適応援助者）
やおき福祉会紀南障害者就業・生活支援センター（和歌山県田辺市）

ジョブコーチ（職場適応援助者）
やおき福祉会紀南障害者就業・生活支援センター（和歌山県田辺市）

ジョブコーチ（職場適応援助者）
やおき福祉会紀南障害者就業・生活支援センター（和歌山県田辺市）

ジョブコーチ（職場適応援助者）
やおき福祉会紀南障害者就業・生活支援センター（和歌山県田辺市）

ジョブコーチ（職場適応援助者）
やおき福祉会紀南障害者就業・生活支援センター（和歌山県田辺市）

ジョブコーチ（職場適応援助者）
やおき福祉会紀南障害者就業・生活支援センター（和歌山県田辺市）

ジョブコーチ（職場適応援助者）
やおき福祉会紀南障害者就業・生活支援センター（和歌山県田辺市）

ジョブコーチ（職場適応援助者）
やおき福祉会紀南障害者就業・生活支援センター（和歌山県田辺市）

ジョブコーチ（職場適応援助者）
やおき福祉会紀南障害者就業・生活支援センター（和歌山県田辺市）

ジョブコーチ（職場適応援助者）
やおき福祉会紀南障害者就業・生活支援センター（和歌山県田辺市）

ジョブコーチ（職場適応援助者）
やおき福祉会紀南障害者就業・生活支援センター（和歌山県田辺市）

ジョブコーチ（職場適応援助者）
やおき福祉会紀南障害者就業・生活支援センター（和歌山県田辺市）

ジョブコーチ（職場適応援助者）
やおき福祉会紀南障害者就業・生活支援センター（和歌山県田辺市）

ジョブコーチ（職場適応援助者）
やおき福祉会紀南障害者就業・生活支援センター（和歌山県田辺市）

ジョブコーチ（職場適応援助者）
やおき福祉会紀南障害者就業・生活支援センター（和歌山県田辺市）



「心身に、また社会的にさまざまなハンディをもち、できないことを受け入れてきた障害者の
ほうが、より強く、地に足をつけて生活すること、働いて給料を得ること、できることが増え
ることに、より深く、強く、喜びを感じるのではないだろうか」

（『精神障害とともに働く自立への挑戦』ミネルヴァ書房）
工場ではさまざまな商品を扱っています。写真は、おしゃぶり梅の袋詰め作業と、作業を見守
る入江さん（左下）



今回訪ねたのは、土産・海産物の製造販売をされている「紀州（有）福亀堂」の工場で、２名
のメンバーが働いています。職場のみなさんとのつながりがあってこそ働き続けられます。就
業は９時から15時30分まで。その後、センターに戻ってジョブコーチと課題整理を行います。



やおき福祉会の就労部門は、企業へメンバーを送り出し、そのバックアップ体制をとっていま
す。紀南障害者就業・生活支援センターの清水望所長は、「企業との橋渡し、メンバーとジョ
ブコーチ、就労先とのつながりやかかわり方は、何もないように思えるときこそ、しっかり見
極めなければなりません」と語ります。（左・清水さん、右・入口さん）（下はセンター）

写真と文・下野祇園
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い
ま
、
介
護
が
必
要
な
人
を
家
族
が
看
る
―
―
在
宅
介
護
者
の
う
ち
、
四
人
に
一
人
が
男
性
で
す
。
都

市
部
で
は
三
割
を
超
え
て
い
る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

一
九
六
八
年
の
調
査
で
は
、
男
性
介
護
者
の
比
率
は
わ
ず
か
数
％
に
す
ぎ
ま
せ
ん
で
し
た
。
圧
倒
的
九

割
以
上
が
女
性
―
―
妻
と
息
子
の
配
偶
者
（
お
嫁
さ
ん
）
だ
っ
た
の
で
す
。
し
か
し
二
〇
〇
七
年
の
国
民

生
活
基
礎
調
査
で
は
、
男
性
介
護
者
の
比
率
は
す
で
に
二
八
％
を
超
え
て
い
ま
す
。
妻
、
夫
、
嫁
、
娘
、

息
子
、
孫
…
…
介
護
の
場
面
に
居
合
わ
せ
、
直
面
し
た
者
が
否
応
な
し
に
引
き
受
け
ざ
る
を
得
な
い
の
が

家
族
介
護
の
実
態
な
の
で
す
。

倒
れ
た
妻
を
、
自
ら
も
障
害
を
も
ち
病
院
通
い
を
す
る
年
老
い
た
夫
が
老
々
介
護
す
る
。̀

男
子
厨
房

に
入
ら
ず
a
と
教
え
ら
れ
、
コ
ー
ヒ
ー
一
杯
、
自
分
で
入
れ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
世
代
の
夫
た
ち
で
す
。

あ
る
い
は
母
親
に
身
の
回
り
の
す
べ
て
を
任
せ
て
い
た
息
子
た
ち
が
親
を
看
る
。
そ
れ
ま
で
の
人
生
で
介

護
の
ス
キ
ル
を
期
待
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
全
く
備
え
の
な
い
状
態
か
ら
あ
る
日
突
然
、
介
護
の
現
場
に
立

た
さ
れ
て
い
る
の
が
多
く
の
男
性
介
護
者
た
ち
の
現
実
で
す
。

私
は
京
都
市
の
社
会
福
祉
協
議
会
で
仕
事
を
し
て
い
た
九
五
年
当
時
に
、「
介
護
者
の
会
」
を
立
ち
上

げ
た
の
で
す
が
、
あ
る
男
性
介
護
者
が
言
わ
れ
た
言
葉
が
い
ま
で
も
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。「
介
護
で

何
が
辛
か
っ
た
か
と
言
う
と
、
そ
れ
は
炊
事
・
掃
除
・
洗
濯
で
も
な
い
、
下し

も

の
世
話
で
も
な
い
。
一
番
苦

痛
だ
っ
た
の
は
買
い
物
だ
っ
た
」
と
。
ス
ー
パ
ー
で
買
い
物
カ
ゴ
を
下
げ
て
、
食
品
や
日
用
品
を
入
れ
、

レ
ジ
に
並
ぶ
、
と
い
う
そ
の
行
為
が
た
ま
ら
な
く
苦
痛
だ
っ
た
、
と
言
う
の
で
す
（
妻
の
下
着
類
の
調
達

は
言
う
ま
で
も
な
く
）。
こ
れ
は
女
性
た
ち
か
ら
す
れ
ば
、
あ
る
い
は
少
な
か
ら
ず
男
女
共
同
参
画
社
会
の

自
覚
の
あ
る
男
性
か
ら
見
る
と
か
な
り
意
外
な
回
答
で
す
。

日
本
社
会
は
長
い
間
、
男
た
ち
を
家
事
や
子
育
て
の
場
面
か
ら
排
除
し
、
ひ
た
す
ら
外
で
働
く
こ
と
を

良
し
と
し
、
モ
デ
ル
に
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
老
々
世
帯
に
な
っ
た
と
き
、
家
事
や
家
庭
運
営
、

地
域
生
活
能
力
に
乏
し
く
、
ひ
と
た
び
一
家
の
主
婦
が
倒
れ
る
と
、
た
ち
ま
ち
孤
立
化
し
て
し
ま
う
家
庭

が
大
量
に
存
在
し
て
い
る
の
が
い
ま
の
在
宅
介
護
の
状
況
な
の
で
す
。
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備えなきまま、介護場面に
直面させられる男たち
─増加する男性介護者とその支援─

「男性介護者と支援者の全国ネットワーク」呼びかけ人

津止　正敏さん（立命館大学教授）



ま
た
、
家
族
の
介
護
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
で
き
た
介
護
保
険
は
、
そ
も
そ
も
世
帯
に
主
た
る
稼
ぎ

手
が
い
て
、
他
方
で
介
護
に
専
念
で
き
る
人
、
妻
や
長
男
の
嫁
が
家
族
介
護
者
と
な
る
こ
と
を
想
定
し
て

つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。
働
き
盛
り
の
介
護
者
の
場
合
は
稼
ぎ
手
の
役
割
も
同
時
に
担
う
わ
け
で
す
か
ら
、

そ
の
負
担
は
計
り
し
れ
ま
せ
ん
。
制
度
に
は
本
人
へ
の
支
援
は
あ
り
ま
す
が
、
介
護
者
へ
の
支
援
は
あ
り

ま
せ
ん
。

半
面
、
男
性
介
護
者
は
、
い
っ
た
ん
介
護
人
生
に
入
る
と
一
途
に
の
め
り
込
み
、
と
に
か
く
成
果
を
出

そ
う
と
一
生
懸
命
に
な
り
が
ち
で
す
。
情
報
を
集
め
、
サ
ー
ビ
ス
を
研
究
し
、
介
護
日
誌
を
つ
け
、
無
理

な
リ
ハ
ビ
リ
計
画
を
た
て
る
。
没
頭
し
て
一
喜
一
憂
し
、
思
う
よ
う
に
い
か
な
く
て
絶
望
し
ま
す
。
一
日

の
間
に
、
人
間
的
な
喜
び
と
絶
望
感
、
孤
独
感
が
何
度
も
交
錯
し
ま
す
。
感
情
の
起
伏
が
大
き
く
、
不
安

定
に
な
り
が
ち
で
す
。

数
々
の
介
護
殺
人
事
件
を
振
り
返
る
ま
で
も
な
く
、
孤
立
化
し
、
疲
弊
し
、
閉
塞
し
、
虐
待
や
事
件
の

温
床
と
な
る
よ
う
な
状
態
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
も
事
実
な
の
で
す
。

男
性
介
護
者
の
会
や
支
援
す
る
会
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
全
国
に
点
在
し
て
い
ま
し
た
。
そ
う
し
た
な
か

で
、
東
京
都
荒
川
区
男
性
介
護
者
の
会
お
や
じ
の
会
と
、
長
野
県
の
シ
ル
バ
ー
バ
ッ
ク
の
会
、
関
西
の
男

性
介
護
研
究
会
（
立
命
館
大
学
）
の
三
団
体
が
中
心
に
な
っ
て
男
性
介
護
者
と
支
援
者
の
全
国
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
結
成
準
備
を
す
す
め
、
二
〇
〇
九
年
三
月
八
日
、
よ
う
や
く
発
足
会
を
迎
え
ま
し
た
。

今
後
は
横
の
交
流
を
す
す
め
、
介
護
と
支
援
活
動
に
つ
い
て
の
情
報
を
発
信
し
、
研
究
す
る
組
織
と
し

て
機
能
し
て
い
き
た
い
、
と
思
っ
て
い
ま
す
。

男
性
介
護
に
焦
点
を
あ
て
、
ど
ん
な
支
援
が
必
要
か
考
え
る
こ
と
は
、
社
会
の
あ
り
よ
う
、
制
度
の
あ

り
よ
う
を
見
直
し
、
そ
の
矛
盾
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
私
た
ち
は
介
護
す
る
者
も
介

護
さ
れ
る
者
も
、
男
性
も
女
性
も
、
誰
も
が
人
間
ら
し
く
安
心
し
て
幸
せ
に
暮
ら
し
て
い
け
る
、
そ
ん
な

世
の
中
を
め
ざ
し
て
、
共
に
力
を
合
わ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
聞
き
手
・
根
津
眞
澄
）

つどめまさとし
男性介護者と支援者の全国ネットワーク呼びかけ人。男性介護
研究会代表。立命館大学教授。1953年、鹿児島県生まれ。立命
館大学社会学研究科修士課程修了。2001年から立命館大学産業
社会学部教授。専門は社会福祉・地域福祉・ボランティア論。

福祉のひろば 09―47
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国民の権利を守る社会保障裁判特 集

憲
法
二
五
条
に
保
障
さ
れ
て
い
る
「
生
存
権
」
と
同

時
に
、
私
た
ち
に
は
、
こ
れ
を
要
求
し
、
獲
得
し
て
い

く
権
利
が
保
障
さ
れ
て
い
ま
す
。
行
政
へ
、
立
法
へ
、

そ
し
て
司
法
へ
と
求
め
て
い
く
の
は
当
然
の
権
利
で

す
。
今
、
社
会
保
障
を
守
り
、
改
善
さ
せ
て
い
く
た
め

に
、
三
権
（
行
政
、
立
法
、
司
法
）
へ
の
弛た
ゆ

ま
な
い
た

た
か
い
が
重
要
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

特
集
で
は
、
生
活
保
護
、
障
害
者
自
立
支
援
法
、
高

齢
者
の
医
療
・
介
護
の
分
野
か
ら
こ
の
問
題
を
と
ら

え
、
最
近
大
き
く
広
が
っ
た
司
法
へ
の
た
た
か
い
に
つ

い
て
検
討
し
ま
し
た
。

小久保
こ く ぼ

哲郎
てつろう

（生活保護問題対策全国会議事務局長・弁護士）

雨
あま

田
だ

信幸
のぶゆき

（きょうされん大阪支部事務局長）

日下部
く さ か べ

雅
まさ

喜
き

（介護保険料に怒る一揆の会事務局長）

司会：黒
くろ

田
だ

孝彦
たかひこ

（福祉のひろば編集主幹）

国民の権利を守る
社会保障裁判

特 集
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◆
生
活
保
護
問
題
対
策
全
国
会
議
の

結
成

二
〇
〇
六
年
六
月
、
生
活
保
護
問
題

対
策
全
国
会
議
（
以
下
「
対
策
会
議
」）

が
発
足
し
ま
し
た
。
全
国
ク
レ
ジ
ッ
ト

サ
ラ
金
問
題
対
策
協
議
会
（
ク
レ
サ
ラ

対
協
）
の
関
連
団
体
と
し
て
立
ち
上
げ

た
も
の
で
す
。

ラ
対
協
の
関
連
組
織
と
し
て
対
策
会
議

の
発
足
に
至
っ
た
の
で
す
。

対
策
会
議
を
発
足
し
て
す
ぐ
の
七
月

一
〇
日
、
北
九
州
市
で
餓
死
事
件
が
起

こ
り
ま
し
た
。
厚
生
労
働
省
の
直
轄
地

と
言
わ
れ
て
い
る
北
九
州
市
で
三
年
連

続
餓
死
事
件
が
起
こ
っ
た
の
で
す
。
対

策
会
議
は
即
座
に
現
地
調
査
を
行
い
、

声
明
を
発
表
す
る
と
と
も
に
厚
労
省
と

北
九
州
市
に
質
問
状
を
出
し
た
う
え

で
、
福
祉
事
務
所
所
長
を
保
護
責
任
者

遺
棄
致
死
罪
等
で
刑
事
告
発
し
ま
し

た
。
当
初
厚
労
省
は
頬
被
り
し
て
い
ま

し
た
が
、
批
判
が
高
ま
る
な
か
、
九
月

六
日
に
本
人
の
真
意
に
反
す
る
辞
退
届

に
よ
る
廃
止
処
分
を
禁
止
す
る
通
達
を

出
し
ま
し
た
。

当
時
、
ク
レ
サ
ラ
運
動
で
は
、
貸
金

業
者
の
高
金
利
引
き
下
げ
が
政
治
課
題

に
な
っ
て
お
り
、
多
重
債
務
問
題
の
背

景
に
貧
困
問
題
が
あ
り
、
我
々
の
よ
う

に
生
活
保
護
、
ホ
ー
ム
レ
ス
の
問
題
に

取
り
組
ん
で
い
る
弁
護
士
と
、
ク
レ
サ

ラ
問
題
に
取
り
組
む
弁
護
士
と
が
オ
ー

バ
ー
ラ
ッ
プ
し
て
き
た
た
め
、
ク
レ
サ

市
民
運
動
と
個
別
支
援
を
、

両
輪
に
取
り
組
む

小
久
保

こ

く

ぼ

哲
郎

て
つ
ろ
う

（
生
活
保
護
問
題
対
策
全
国
会
議
事
務
局
長
・
弁
護
士
）
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◆
生
活
保
護
申
請
支
援
の
広
が
り

ま
た
、
二
〇
〇
六
年
四
月
に
は
、
首

都
圏
で
生
活
保
護
支
援
の
法
律
家
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
立
ち
上
げ
ら
れ
、
そ
の
後
、

九
州
、
近
畿
、
東
北
、
愛
知
、
静
岡
に

広
が
っ
て
い
ま
す
。
生
活
保
護
の
電
話

相
談
を
受
け
つ
け
て
、
最
寄
り
の
司
法

書
士
、
弁
護
士
を
紹
介
し
て
申
請
同
行

を
し
て
保
護
受
給
を
獲
得
し
て
い
ま

す
。
対
策
会
議
で
の
市
民
運
動
と
支
援

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
の
個
別
事
例
に
対
す

る
フ
ォ
ロ
ー
を
車
の
両
輪
と
し
て
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

対
策
会
議
を
立
ち
上
げ
た
当
初
は
、

私
の
事
務
所
に
電
話
が
殺
到
し
、「
い

ま
水
際
作
戦
に
あ
っ
て
い
る
」「
自
分

も
過
去
に
そ
う
い
う
目
に
あ
っ
た
」

「
尊
厳
を
踏
み
に
じ
ら
れ
、
い
や
な
思

〇
件
の
着
信
が
あ
り
ま
し
た
。

国
民
の
生
活
状
況
は
日
々
悪
く
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
電
話
を
受
け
る
と

「
家
を
追
い
出
さ
れ
て
し
ま
っ
た
」「
す

ぐ
に
出
て
行
か
な
い
と
い
け
な
い
」

「
手
持
ち
が
数
百
円
し
か
な
い
」
と
い

っ
た
切
迫
し
た
相
談
の
割
合
が
増
え
て

き
て
い
ま
す
。

い
を
し
た
」
な
ど
、
追
い
つ
め
ら
れ
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
声
を
あ
げ
る
こ

と
が
で
き
ず
、
地
下
で
マ
グ
マ
が
眠
っ

て
い
る
状
態
で
し
た
。
今
回
の
反
貧
困

の
取
り
組
み
は
そ
こ
に
風
穴
を
開
け
、

こ
う
し
た
マ
グ
マ
を
一
気
に
噴
出
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

◆
日
増
し
に
増
え
る
深
刻
な
相
談

電
話
相
談
数
は
劇
的
に
増
え
て
い
ま

す
。
日
弁
連
（
日
本
弁
護
士
連
合
会
）

が
二
〇
〇
六
年
春
に
初
め
て
行
っ
た
生

活
保
護
の
相
談
で
は
、
六
三
四
件
だ
っ

た
の
が
、
昨
年
六
月
の
非
正
規
雇
用
と

生
活
保
護
の
相
談
で
は
、
一
日
で
一
四

〇
〇
件
以
上
あ
り
ま
し
た
。
昨
年
末
に

反
貧
困
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
等
で
年
越
し
電

話
相
談
会
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
一
七
〇
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